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　2017 年 10 月下旬に『文化・階級・卓越化』の訳書を上梓した。本書の訳
書出版は 2013 年頃から構想、着手を始めたものの、訳してみると、いろい
ろ問題は生じてくるもので、2017 年秋までずれ込むこととなった。とはいえ、
2000 年代に後半に出たイギリスの調査研究を 10 年足らずで送り出すことが
できた意義は小さくないものと自負している。
　すでに、本学教員の森田とともに、本書を訳し始めた過程の初期から、本
書の応用研究は企画していた（森田・相澤 2015; 相澤・森田 2016 など）。本
訳書の出版を機会に、このような内部で行っていた研究を紹介し、一歩進め
るとともに、別の訳者の方の応用研究例や、企画者の別の文化に関するプロ
ジェクトにどう応用できるのか、そのような形で広く『文化・階級・卓越化』
を応用できる機会を問うたのが、今回の特集である。今回の特集を組むにあ
たり、2018 年 3 月 1 日に中京大学豊田キャンパスにて研究会を行った。今
回執筆に参加している知念渉氏（神田外語大学）、髙橋かおり氏（立教大学，
当時東京大学）も今回の論文の基となる発表を行っている。また、今回の論
文執筆には加わっていないものの、本研究科構成員である加藤晴明、亀山俊
朗、松谷満にはコメンテータとして、当日コメントを頂いた。
　特集には全部で 4 本の原稿が集まっている。1 本目は、知念渉（神田外語
大学）の論考である。知念氏は、対応分析の方法で生徒文化を読み解く手法
に示唆を得て、彼が対象とするヤンチャな子らが集まる学校の生徒文化を対
応分析でどうプロットできるかを示した論考である。当日の議論でも対応分
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析はサンプルサイズの小さいデータでも運用できる可能性を示されていたも
のが、大きく改訂された論考となっている。過去の生徒文化研究との接続を
意識しつつ、2010 年代の生徒文化を探索的に読み解く興味深い論考となっ
ている。
　2 本目は、本学研究科修了生の堀兼大朗を中心として、相澤、森田と共に
著した論考である。この論考は、当日は相澤が報告したものをベースとしつ
つ、知念氏の報告と合わせて報告した際、サプリメンタリー・ポイントある
いはサプリメンタリー変数と呼ばれる投入しない変数の扱いをどうするかと
いうことが議論になったことに示唆を得て、対応分析におけるサプリメンタ
リー・ポイントの扱い方を研究ノートとしてまとめたものである。両者の論
文を合わせることにより、『文化・階級・卓越化』でも用いられている対応
分析は、どういう問題をどういうふうに解きたいかという理論構築とあわせ
て、空間構築を行うべきであるという至極当たり前ながら、社会学としての
基本地点を気づかせられる結果を提示している。
　3 本目と 4 本目は質的調査を主にした論考で、ともに、相澤が 2017 年度に
特定研究助成「グローバル化時代の高度専門技術職のキャリア形成：大学教
員と職業芸術家の事例から」を得た折に行った調査が基になっている。3 本
目の拙稿は、音大生が普通の音楽を学ぶ音大生から職業音楽家へと「卓越化」
していく過程で、どのような学びを行っているかに注目したものである。一
方で、髙橋かおり氏の論文は、プロフェッショナルな海外経験を生かしなが
ら、逆に自分の居場所を専門にこだわらずに見つけていくという点で、同じ
調査を用いながらもかなりベクトルが異なる形で、芸術とかかわって生きる
人々の生活世界に注目している。また、髙橋氏には博士論文執筆中のご多忙
の折にご協力を願ったものの、博士論文で示されているというアマチュアと
プロフェッショナルの違いについての考察は大変興味深い論点を含んでい
る。
　今回の分析報告は、どれも萌芽的なものであり、精度の点で不十分な点は
少なくない。しかしながら、こうやって 4 本の報告を並べてみると、『文化・
階級・卓越化』の訳書出版を経て、応用調査の面でも一歩進めることができ
たのではないかと見ている。本特集のささやかな一歩が今後大きな学術的な
実りへとつながっていくことを祈念している。
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［付記］
　本特集は、2018 年 3 月 1 日の研究会において、社会学研究科の開催とし
て財政的支援を受けただけでなく、本学の 3 件の特定研究助成の補助を受け
ている。
2015 年度：「日本社会の差異化原理を解明するための社会調査モジュールの
開発」（研究代表：森田次朗，研究課題番号：1520513）
2016 年度：「現代日本社会における差異化原理を解明するための社会調査モ
ジュールの開発と応用」（研究代表：森田次朗，研究課題番号：1620530）
2017 年度：「グローバル化時代の高度専門技術職のキャリア形成：大学教員
と職業芸術家の事例から」（研究代表：相澤真一，研究課題番号：1720514）
以上の研究への財政的支援に記して謝意を申し上げる。
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